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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 3日 (2006.2.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　

こ と を 特 徴 と す る 電 磁 弁 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 磁 弁 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 磁 弁 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

記 載 の 電 磁 弁 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

記 載 の 電 磁 弁 。
【 手 続 補 正 ２ 】

第 １ 流 体 管 と 第 ２ 流 体 管 と を 連 結 す る と 共 に 弁 座 を 有 す る 弁 本 体 と 、
該 弁 本 体 の 弁 室 内 に 位 置 し て 前 記 弁 座 に 接 離 す る 弁 部 と 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 弁 体
孔 と を 有 す る 棒 状 の 弁 体 と 、 を 備 え た 電 磁 弁 で あ っ て 、
　 前 記 弁 部 に は 、 下 方 に 開 口 す る 弁 部 室 と 該 弁 部 室 の 上 底 部 に 前 記 弁 体 孔 に 連 通 す る ボ ー
ル 弁 受 部 又 は 平 弁 受 部 と が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 弁 部 室 と 前 記 弁 体 孔 と を 連 通 さ せ る 弁
受 部 ノ ッ チ が 穿 設 さ れ 、
　 前 記 弁 部 室 内 に は 、 略 球 形 の ボ ー ル 弁 又 は 平 弁 が 配 置 さ れ 、 前 記 ボ ー ル 弁 受 部 又 は 前 記
平 弁 受 部 に は 、 前 記 弁 部 室 と 前 記 弁 室 と を 連 通 す る 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、
　 閉 弁 状 態 に お い て は 、 前 記 ボ ー ル 弁 又 は 前 記 平 弁 が 、 前 記 ボ ー ル 弁 受 部 又 は 前 記 平 弁 受
部 に 当 接 し 、 前 記 連 通 孔 及 び 前 記 弁 体 孔 を 塞 ぐ と 共 に 、 前 記 弁 受 部 ノ ッ チ で 流 体 を 流 通 可
能 と し 、
　 前 記 第 １ 流 体 管 か ら 前 記 第 ２ 流 体 管 へ 流 体 が 流 れ る 一 方 向 の と き は 、 該 流 体 圧 に よ り 前
記 連 通 孔 に 流 体 が 流 れ 、 前 記 第 ２ 流 体 管 か ら 前 記 第 １ 流 体 管 へ 流 体 が 流 れ る 他 方 向 の と き
は 、 前 記 連 通 孔 を 塞 ぐ こ と で 、 一 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 と 他 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 と を 相 違 さ
せ る

前 記 第 １ 流 体 管 は 、 前 記 弁 室 に 連 通 し 、 前 記 第 ２ 流 体 管 は 、 前 記 弁 座
を 介 し て 前 記 弁 室 に 連 通 し て い る

一 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 が 変 更 可 能 な 構 成 を 有 す る

前 記 弁 本 体 に 連 結 さ れ た 筒 部 材 と 、 該 筒 部 材 の 外 周 に 装 備 さ れ た 電 磁
コ イ ル と 、 前 記 筒 部 材 の 内 部 に 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ た プ ラ ン ジ ャ と 、 前 記 筒 部 材 の 内 部 に
固 定 さ れ て 前 記 プ ラ ン ジ ャ を 吸 引 す る 吸 引 子 と 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ と 吸 引 子 と の 間 に 配 設 さ
れ た コ イ ル ス プ リ ン グ と 、 を 備 え 、
　 前 記 弁 体 は 、 そ の 棒 状 の 端 部 が 前 記 プ ラ ン ジ ャ に 連 結 さ れ る と 共 に 、 前 記 吸 引 子 に 摺 動
自 在 に 案 内 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に

前 記 プ ラ ン ジ ャ と 前 記 筒 部 材 と の 間 に 、 パ ッ キ ン グ が 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 課 題 を 達 成 す べ く

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　

。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　

　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 下 記 の 効 果 を 奏 す る 。
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、 本 発 明 に 係 る 電 磁 弁 は 、 第 １ 流 体 管 と 第 ２ 流 体 管 と を 連 結 す る
と 共 に 弁 座 を 有 す る 弁 本 体 と 、 該 弁 本 体 の 弁 室 内 に 位 置 し て 前 記 弁 座 に 接 離 す る 弁 部 と 長
さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 弁 体 孔 と を 有 す る 棒 状 の 弁 体 と 、 を 備 え 、 前 記 弁 部 に は 、 下 方
に 開 口 す る 弁 部 室 と 該 弁 部 室 の 上 底 部 に 前 記 弁 体 孔 に 連 通 す る ボ ー ル 弁 受 部 又 は 平 弁 受 部
と が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 弁 部 室 と 前 記 弁 体 孔 と を 連 通 さ せ る 弁 受 部 ノ ッ チ が 穿 設 さ れ
、 前 記 弁 部 室 内 に は 、 略 球 形 の ボ ー ル 弁 又 は 平 弁 が 配 置 さ れ 、 前 記 ボ ー ル 弁 受 部 又 は 前 記
平 弁 受 部 に は 、 前 記 弁 部 室 と 前 記 弁 室 と を 連 通 す る 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 閉 弁 状 態 に お い て
は 、 前 記 ボ ー ル 弁 又 は 前 記 平 弁 が 、 前 記 ボ ー ル 弁 受 部 又 は 前 記 平 弁 受 部 に 当 接 し 、 前 記 連
通 孔 及 び 前 記 弁 体 孔 を 塞 ぐ と 共 に 、 前 記 弁 受 部 ノ ッ チ で 流 体 を 流 通 可 能 と し 、 前 記 第 １ 流
体 管 か ら 前 記 第 ２ 流 体 管 へ 流 体 が 流 れ る 一 方 向 の と き は 、 該 流 体 圧 に よ り 前 記 連 通 孔 に 流
体 が 流 れ 、 前 記 第 ２ 流 体 管 か ら 前 記 第 １ 流 体 管 へ 流 体 が 流 れ る 他 方 向 の と き は 、 前 記 連 通
孔 を 塞 ぐ こ と で 、 一 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 と 他 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 と を 相 違 さ せ る こ と を 特
徴 と し て い る 。

本 発 明 に 係 る 電 磁 弁 の 好 ま し い 態 様 は 、 前 記 第 １ 流 体 管 は 、 前 記 弁 室 に 連 通 し 、 前 記 第
２ 流 体 管 は 、 前 記 弁 座 を 介 し て 前 記 弁 室 に 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と し 、 ま た 、 一 方 向 の
ブ リ ー ド 流 量 が 変 更 可 能 な 構 成 を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る

ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 磁 弁 の 好 ま し い 具 体 的 な 態 様 は 、 前 記 弁 本 体 に 連 結 さ れ た 筒 部 材
と 、 該 筒 部 材 の 外 周 に 装 備 さ れ た 電 磁 コ イ ル と 、 前 記 筒 部 材 の 内 部 に 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ
た プ ラ ン ジ ャ と 、 前 記 筒 部 材 の 内 部 に 固 定 さ れ て 前 記 プ ラ ン ジ ャ を 吸 引 す る 吸 引 子 と 、 前
記 プ ラ ン ジ ャ と 吸 引 子 と の 間 に 配 設 さ れ た コ イ ル ス プ リ ン グ と 、 を 備 え 、 前 記 弁 体 は 、 そ
の 棒 状 の 端 部 が 前 記 プ ラ ン ジ ャ に 連 結 さ れ る と 共 に 、 前 記 吸 引 子 に 摺 動 自 在 に 案 内 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

更 に 、 本 発 明 に 係 る 電 磁 弁 の 好 ま し い 他 の 具 体 的 な 態 様 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ と 前 記 筒 部
材 と の 間 に 、 パ ッ キ ン グ が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。



１ ． 発 明 に よ れ ば 、 電 磁 弁 は 、 閉 弁 時 に お い て 、 一 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 と 他 方 向 の ブ リ
ー ド 流 量 と を 相 違 さ せ る こ と が 可 能 で あ る か ら 、 こ の 電 磁 弁 を 空 調 機 等 に 用 い れ ば 、 冷 暖
房 の 外 、 ド ラ イ 運 転 な ど 種 々 の 空 調 が 可 能 と な る 。
２ ． 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 一 方 向 の ブ リ ー ド 流 量 が 変 更 可 能 な 構 成 を 有 す
る こ と か ら 、 流 体 等 を 多 様 な 流 量 で 流 す こ と が で き 、 種 々 の 環 境 条 件 に 対 応 さ せ る こ と が
で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
３ ． 発 明 に よ れ ば 、 上 記 い ず れ か の 効 果 に 加 え て 、 電 磁 弁 の 弁 本 体 の に は 、 第 １ 流
体 管 が さ れ る と 共 に 弁 本 体 の 第 ２ 流 体 管 が さ れ た 電 磁 弁 で

弁 体 の 閉 弁 時 に お い て 、 第 ２ 流 体 管 か ら 第 １ 流 体 管 へ の 流 量 に 対 し て 、 第 １ 流 体
管 か ら 第 ２ 流 体 管 へ の 流 量 を 相 違 さ せ る こ と で 、 従 来 の 電 磁 弁 に 少 な い 変 更 を 加 え る だ け
で 、 上 記 効 果 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
４ ． 発 明 に よ れ ば 、 前 項 の 効 果 に 加 え て 、 パ ッ キ ン グ を 、 プ ラ ン ジ ャ と 筒 部 材 と の 間 に
配 置 さ せ た こ と で 、 背 圧 作 用 が 正 確 で 無 駄 が な く 、 し か も 、 迅 速 に 行 わ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
５ ． 発 明 に よ れ ば 、

弁 部 室 内 に 配 置 さ れ た 略 球 形 の ボ ー ル 弁 又 は 平 弁 が ボ
ー ル 弁 受 部 又 は 平 弁 受 部 に 当 接 し た と き 、 連 通 孔 及 び 弁 体 孔 を 塞 ぐ と 共 に 弁 受 部 ノ ッ チ は
流 体 が 流 通 可 能 と し 、 第 １ 流 体 管 か ら 第 ２ 流 体 管 へ の 流 体 が 流 れ る と き の み 、 該 流 体 圧 に
よ り 連 通 孔 を 流 体 が 流 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と で 、 簡 単 な 構 成 と 作 動 で 所 期 の 課 題
を 達 成 す る こ と が で き る 。
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本

本

本 弁 室
連 通 弁 座 を 介 し て 弁 室 に 連 通 あ

る の で 、

本

本 前 記 弁 部 に は 、 下 方 に 開 口 す る 弁 部 室 と 該 弁 部 室 の 上 底 部 に 前 記 弁
体 孔 に 連 通 す る ボ ー ル 弁 受 部 又 は 平 弁 受 部 と が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 弁 部 室 と 前 記 弁 体
孔 と を 連 通 さ せ る 弁 受 部 ノ ッ チ が 穿 設 さ れ 、 前 記 弁 部 室 内 に は 、 略 球 形 の ボ ー ル 弁 又 は 平
弁 が 配 置 さ れ 、 前 記 ボ ー ル 弁 受 部 又 は 前 記 平 弁 受 部 に は 、 前 記 弁 部 室 と 前 記 弁 室 と を 連 通
す る 連 通 孔 が 形 成 さ れ て い る の で 、
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